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定期配送のお申し込み

年２回
「チエルマガジン」を無料でお届けします。

毎年4月と9-10月に発行される「チエルマガジン」は

「小学校・中学校版」と「高校・大学版」
がございます。

定期配送をご希望の方は、WEBからお申し込み

ください。年２回、無料でお届けします。

バックナンバーもこちらから。
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スペシャル・インタビュー！

スペシャル・インタビュー！

文部科学省 初等中等教育局 参事官（高等学校担当）
田中 義恭 氏

「DXハイスクール」は
ICT整備を起点とした“高等学校改革”

法政大学 教育開発支援機構長
社会連携教育センター長 生命科学部
山本 兼由 教授

教学DXによる授業・学習支援で
「自由を生き抜く実践知」の具現化を推進
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M06

M18

M20

M08

M10

｜山梨県｜やまなし情報教育推進室
独自カリキュラム「やまなしメソッド」で
小・中・高・大の校種間連携を深める

情報教育の実践

｜高知県｜高知県立岡豊高等学校  教育センター分室（遠隔授業配信センター）
生徒が一人でも授業を開講
遠隔授業の先進的な取り組み

｜島根県｜島根県教育庁 教育施設課
利用者目線の扱いやすい操作パネルで
PC教室のアップデートを推進

｜長野県｜長野県立大学
BYOD時代のPC教室の意義
質の高い教育は安定的な環境から

｜東京都｜中央大学
教員・事務室・チエルの“三位一体”で
より良いシステムの実現へ

｜福井県｜福井県教育庁 教育政策課
GIGAは「つながるネットワーク」が前提
モニタリングでトラブル原因を特定する

導入事例

導入事例

導入事例

導入事例

導入事例

InterCLASS® Cloud

CaLabo® LX / S600-OP

CaLabo® LX / S600-OP / GLEXA

CaLabo® MX

Tbridge®

チエルマガジン

高等学校
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「
多
く
の
英
語
に
触
れ
さ
せ
た
い
」

を
教
材
づ
く
り
の
効
率
化
で
実
現

　
「
英
文
を
読
む
、
あ
る
い
は
聞
い
て
意

味
が
分
か
っ
て
終
わ
り
で
は
、
英
語
を

使
っ
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。英
語
か

ら
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
・
ど
の
よ
う
に
使
う
か
が
社
会
に

出
て
か
ら
本
当
に
必
要
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
れ
を
英
語
が
苦
手
な
学
生

に
感
じ
て
も
ら
う
第
一
歩
と
し
て
、英
語

の
内
容
を
理
解
し
、
考
え
て
・
調
べ
る
必

要
の
あ
る
ク
イ
ズ
を
出
し
て
い
ま
す
」。

こ
う
語
る
の
は
、
中
央
大
学
経
済
学
部

で
、
英
語
に
苦
手
意
識
を
持
つ
学
生
向

け
の
基
礎
英
語
の
講
義
を
担
当
す
る
大

羽
良
准
教
授
だ
。

　

学
生
が
挑
戦
す
る
の
は
米
国
の
小
学

生
向
け
の
教
育
ク
イ
ズ
で
、〝W

hich 
abbreviation for a day of the w

eek 
is a noun and can be a verb too?

” 

な
ど
の
質
問
を
、
読
む
か
聞
い
て
、
考
え

て
、
調
べ
て
、
そ
し
て
回
答
す
る
。「
英
文

読
解
や
リ
ス
ニ
ン
グ
が
苦
手
な
学
生
で

も
、
無
味
乾
燥
に
英
文
を
読
ま
せ
る
よ

り
ず
っ
と
楽
し
め
、積
極
性
を
引
き
出
せ

ま
す
」と
大
羽
先
生
は
工
夫
を
明
か
す
。

　

こ
の
時
使
っ
て
い
る
の
が
、
語
学
４

技
能
の
学
習
を
支
援
す
る
ク
ラ
ウ
ド
型

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
『C

aLabo®
M
X

』

（
キ
ャ
ラ
ボ 

エ
ム
エ
ッ
ク
ス
）
の
小
テ
ス

ト
機
能
だ
。
大
羽
先
生
は
、「
同
シ
ス
テ

ム
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
や
操
作
性
が
良
く
、学

生
が
ハ
ー
ド
ル
を
あ
ま
り
感
じ
ず
に
利

用
で
き
る
点
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
音
声
の
再
生
に
関
し
て
、
音
の
波

形
を
見
て
自
分
の
聞
き
た
い
部
分
を
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
リ
ピ
ー
ト
し
た
り
、再
生

速
度
の
変
更
が
簡
単
に
で
き
た
り
す
る

点
は
、リ
ス
ニ
ン
グ
に
不
慣
れ
な
学
生
に

は
嬉
し
い
で
し
ょ
う
」
と
語
る
。

　
『CaLabo®

M
X

』
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

特
徴
が
あ
る
が
、「
学
生
に
は
な
る
べ
く

い
ろ
い
ろ
な
、生
き
た
英
語
の
実
例
に
触

れ
さ
せ
た
い
」
と
語
る
大
羽
先
生
が
重

視
し
て
い
る
の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
動
画

や
文
章
と
い
っ
た
英
語
コ
ン
テ
ン
ツ
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
リ
ス
ニ
ン
グ
や
デ
ィ

ク
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
に
使
え
る
教
材

に
仕
立
て
ら
れ
る
点
だ
。
冒
頭
の
ク
イ

ズ
を
始
め
、
リ
ス
ニ
ン
グ
練
習
や
デ
ィ
ク

テ
ー
シ
ョ
ン
の
教
材
を
作
る
際
、「
音
声

デ
ー
タ
を
テ
キ
ス
ト
化
す
る
の
が
簡
単

で
、
教
材
づ
く
り
の
手
間
が
か
な
り
軽

減
さ
れ
ま
し
た
」（
大
羽
先
生
）

　

な
お
世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
英
語

の
テ
キ
ス
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
が
、
教

育
に
利
用
す
る
際
に
音
声
と
し
て
学
生

に
提
供
し
た
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し

た
時
、
入
力
し
た
テ
キ
ス
ト
を
基
に
自

動
音
声
で
リ
ス
ニ
ン
グ
教
材
を
生
成
す

る
『CaLabo®

M
X

』
の
機
能
が
重
宝
す

る
と
大
羽
先
生
は
強
調
す
る
。「
か
つ
て

は
教
科
書
付
属
の
音
声
デ
ー
タ
し
か
使

用
で
き
ず
、
教
材
は
非
常
に
限
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。『CaLabo®

M
X

』で
は
、

人
間
の
発
声
に
近
い
音
声
を
自
動
生
成

し
て
く
れ
る
の
で
、
助
か
っ
て
い
ま
す
」

万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

シ
ス
テ
ム
普
及
の
土
台
に
な
る

　

こ
の
事
例
の
よ
う
に
、『C

aLabo®
 

M
X

』
の
活
用
で
教
員
の
業
務
負
担
を
改

善
し
、
学
生
の
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ

ら
れ
る
点
に
は
、
中
央
大
学
も
期
待
を

寄
せ
る
。
同
大
学
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
や
法
学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
伴

い
、語
学
教
室
の
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
環
境
を
見
直

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、『CaLabo®

M
X

』

を
導
入
し
て
い
た
。
普
及
は
こ
れ
か
ら

が
勝
負
に
な
る
。
そ
こ
で
現
在
、
学
事
部

教
務
総
合
事
務
室
（
以
下
、
同
事
務
室
）

が
音
頭
を
取
り
、『C

aLabo®
M
X

』
の

普
及
お
よ
び
利
活
用
を
全
学
的
に
促
進

し
よ
う
と
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
２
０
２
３
年
度
に
は
、
学
内

の
教
員
向
け
に
同
シ
ス
テ
ム
の
説
明
会

を
開
催
。ま
た
既
に
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
教

員
に
向
け
て
は
、学
内
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
通
じ
て
、シ
ス
テ
ム
概
要
や
利
用
で

き
る
機
能
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。そ
う
し
た
中
、「『CaLabo®

M
X

』

を
利
用
す
る
教
員
へ
の
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
が
、
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
」

と
語
る
の
は
同
事
務
室
の
担
当
課
長 

児

玉
純
一
氏
だ
。
文
系
学
部
に
所
属
す
る

語
学
教
員
に
は
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
経
験
を
持
た
な
か
っ
た
り
、
苦
手
意

識
が
あ
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

操
作
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
バ
グ
が
発

生
し
た
り
す
る
と
、
利
用
を
諦
め
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
同
事
務
室
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

『C
aLabo®

M
X

』
の
利
用
に
関
し
て
、

質
問
や
相
談
を
メ
ー
ル
・
電
話
で
受
け

付
け
る
体
制
を
整
備
。
事
務
室
ス
タ
ッ

フ
で
解
決
で
き
る
問
題
に
つ
い
て
は
自

分
た
ち
で
対
応
し
、
学
内
で
解
決
で
き

な
い
技
術
的
な
問
題
は
チ
エ
ル
の
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
迅
速
か

つ
確
実
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
児
玉
氏
は
、

「
迅
速
な
対
応
へ
の
感
謝
や
、
要
望
が
シ

ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
つ
な
が
り

あ
り
が
た
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
チ
エ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
が
必
ず
解
決
ま
で
伴
走
し
て
く
れ
る

点
も
、“
な
ん
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
”
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
の
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
」
と
話
す
。

　

今
後
、
同
事
務
室
は
さ
ら
な
る
活
用

を
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
み
を
進
め

る
。
同
事
務
室
の
西
條
貴
陽
氏
に
よ
れ

ば
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
共
有
が
そ
の
一
つ

だ
。「
授
業
に
『CaLabo®

M
X

』
を
取
り

入
れ
、
講
義
進
行
の
効
率
化
、
業
務
負
担

軽
減
に
貢
献
し
た
好
事
例
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
他
の
教
員
の
有
効
活
用
に
つ
な

げ
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
」。
ま
た
西
條

氏
は
、
動
画
や
音
声
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
を
簡
単
に
教
材
に
で
き
る

『C
aLabo®

M
X

』
の
利
点
を
さ
ら
に
生

か
し
て
も
ら
う
べ
く
、「
こ
れ
ま
で
中
央

大
学
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
ハ
ー
ド
で
所
蔵

し
て
い
た
視
聴
覚
資
料
か
ら
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
を
重
視
す
る
ス
タ
ン

ス
へ
の
移
行
を
加
速
し
、教
員
に
周
知
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
明
か
す
。

　

中
央
大
学
は
、
事
務
室
・
教
員
が
今

後
、
チ
エ
ル
と
の
連
携
を
い
っ
そ
う
深
化

さ
せ
る
こ
と
に
も
意
欲
を
示
す
。「『
売
っ

た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
』
と
い
う
シ
ス
テ
ム

が
多
い
中
で
、
導
入
後
も
チ
エ
ル
と
密
に

連
携
で
き
る
環
境
が
あ
る
点
は
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
現
場
の
意
見
・
要

望
に
メ
ー
カ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
て
く
れ

れ
ば
、
教
員
・
学
生
が
効
果
的
に
使
え
る

機
能
が
い
っ
そ
う
充
実
す
る
で
し
ょ
う
」

と
の
大
羽
先
生
の
言
葉
に
、
同
事
務
室
の

児
玉
氏
、西
條
氏
も
力
強
く
頷
い
た
。『CaLabo®MX』の概要・使い方を紹介する中央大学

のポータルサイト。

経済学部
准教授

大羽 良 先生

学事部教務総合事務室・
教育力研究開発機構・
映像言語メディアラボ

西條 貴陽 氏

学事部教務総合事務室・
映像言語メディアラボ・
教育力研究開発機構
担当課長

児玉 純一 氏

導
入
事
例

―東京都 ―  中央大学

中央大学では、新型コロナウイルス禍に世間が揺れていた2022年度から、講義形態の「ニューノーマル化」
や複数キャンパスを有する体制への対応の一環として、『CaLabo®MX』を導入した。同大学の英語学習で
『CaLabo®MX』がどのように活用されているのか、そして同大学で進む『CaLabo®MX』の活用拡大への
支援体制などについて、語学の講義を担当する教員と学事部教務総合事務室の双方に話をうかがった。

導入事例　教員・事務室・チエルの“三位一体”でより良いシステムの実現へ

導入製品
語学学習支援システム

CaLabo® MX（詳細は C 8へ）

教員・事務室・チエルの
“三位一体”でより良いシステムの実現へ

中央大学
〒192- 0393  東京都八王子市東中野742-1

1885年に「英吉利法律学校」として創設さ
れ、建学の精神「實地應用ノ素ヲ養フ」のもと、
実社会が求める人材を育成する実学教育を特
徴としている。長い歴史と伝統を受け継ぎな
がら、時代の変化に対応した学修環境へと進
化を続けている。
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